
澄んだ空気とやわらかな日射しのみまもる中、平成１７年成人記念祭が文化ホールで開催され、

今年も７７４名（男性３９２名・女性３８２名）の新成人のみなさんが社会人の仲間入りを果たし

ました。

新成人自らが企画・運営に参画する実行委員会を中心に、二部で行われた演奏やパフォーマンス

もさる事ながら恒例の「新成人の主張」でも各個人が過去の経験をもとに今後の夢や希望を熱く語

り、例年に負けず劣らず独自性に満ちた記念祭でした。新春・新芽・新成人、新しいものは皆、活

力に溢れ真冬のこの季節にあっても力強く息づく息吹を感じさせられました。 （１月１０日）
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国
民
健
康
保
険
財
政
を
維
持
し
て
い
く

上
で
必
要
な
財
源
は
、
国
庫
支
出
金
、
療

養
給
付
費
交
付
金
、
繰
入
金
（
い
ず
れ
も

一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る

金
額
）
な
ど
と
保
険
税
で
す
。

ま
た
、
支
出
で
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
（
市
が
医
療
機
関
等
に
支
払
う
医
療

費
等
）、
老
人
保
健
拠
出
金
、
介
護
納
付

金
、
共
同
事
業
拠
出
金
、
人
間
ド
ッ
ク
等

を
助
成
す
る
保
健
事
業
費
な
ど
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、
特

定
の
収
入
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
近
年
加
入
者
の
高
齢
化
、
医
療
技
術

の
高
度
化
に
よ
り
医
療
費
は
年
々
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
国
民
健
康
保
険
財
政
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
五
四
億
三
、
二

一
九
万
円
に
対
し
て
、
歳
出
五
五
億
五
、

一
九
七
万
円
で
、
差
引
一
億
一
、
九
七
八

万
円
の
赤
字
、
単
年
度
に
つ
い
て
も
一
億

一
、七
五
四
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の
強
化
、
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成
や
「
健
康
フ
ェ

ア
ー
」
等
の
予
防
事
業
の
実
施
に
よ
り
医

療
費
の
適
正
化
、
削
減
に
努
め
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
、
国

民
健
康
保
険
財
政
の
安
定
化
を
図
る
た
め

に
は
、
保
険
税
の
税
率
等
の
改
正
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ど
う
か

こ
の
厳
し
い
状
況
を
な
に
と
ぞ
ご
理
解
い

た
だ
き
、
医
療
費
の
伸
び
を
抑
制
す
る
た

め
に
も
、
健
康
管
理
な
ど
に
留
意
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

病
気
に
な
っ
た
ら
早
期
に
適
切
な
治
療

を
受
け
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
ま
ず
は

ふ
だ
ん
か
ら
ど
う
し
た
ら
病
気
を
予
防
で

き
る
か
と
考
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
次

の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
日
常
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
健
康
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
し

ょ
う
。

一
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
多
種
多
　

様
な
食
品
を
と
る

二
、
朝
・
昼
・
晩
の
三
食
は
き
ち
ん
と
と
る

三
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
積
極
的
に
か
　

ら
だ
を
動
か
す

四
、
出
か
け
る
と
き
は
歩
い
て
行
く
よ
う
　

に
こ
こ
ろ
が
け
る

五
、
入
浴
、
睡
眠
で
疲
労
は
そ
の
日
の
う

ち
に
解
消
す
る

六
、
休
日
は
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
で
気
分
転

換
を
は
か
る

七
、
ス
ト
レ
ス
は
た
め
こ
ま
ず
早
め
に
対

処
す
る

八
、
軈
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
軋
タ
バ
コ

は
で
き
れ
ば
禁
煙
す
る

九
、
酒
は
適
量
を
守
り
上
手
に
つ
き
あ
う

十
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
結
果
を
健

康
づ
く
り
に
い
か
す

み
な
さ
ん
が
平
成
十
六
年
一
月
か
ら
十

二
月
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険
お
よ
び

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
十
六
年
分

所
得
税
の
確
定
申
告
や
平
成
十
七
年
度

市
・
府
民
税
申
告
の
際
に
、
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
は
、
一
年
間

に
支
払
っ
た
保
険
料
の
合
計
金
額
を
記
入

す
る
だ
け
で
、
支
払
金
額
を
確
認
で
き
る

領
収
書
等
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
過
去
に
未
納
に
な
っ
て
い
た
期
間

の
保
険
料
や
国
民
年
金
保
険
料
で
免
除
・

猶
予
さ
れ
て
い
た
期
間
を
追
納
し
た
保
険

料
、
配
偶
者
な
ど
扶
養
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で

忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課（
内
線
二
九
一
、

三
八
〇
）
※
国
民
年
金
の
支
払
額
は
貝
塚

社
会
保
険
事
務
所
（
電
話
瞶
１
１
２
２
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　介護納付金 
２億７，０３３万円 
　（４.９％） 

　老人保健拠出金 
１７億６，０５５万円 
　　（３１.７％） 

　　　保険給付費 
３２億８，１９８万円 
　　（５９.１％） 

　　総務費 
１億５０６万円 
　（１.９％） 

その他１億３，４０５万円（２.４％） 

保険税 
１７億５８１万円 
　（３１.４％） 

国庫支出金 
２０億８，２５５万円 
　　（３８.３％） 

療養給付費 
　等交付金 

９億７，１２４万円 
　（１７.９％） 

　一般会計繰入金 
５億３，４０８万円 
　　（９.８％） 

　　　その他 
１億３，８５１万円 
　　　（２.６％） 

歳出　５５億５,１９７万円 歳入　５４億３,２１９万円

　 国保加入者の高額な医療費の状況 
（１ヶ月７０万円以上）平成１５年度 

　医療費の合計額 
     ３６３,５５３,８３０円 

医療費の件数 
　２８８件 

 一人の最高額 
８,８９５,４２０円 

２

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９
薀祀２８５５

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

□権利と義務を胸に・・・

成人記念祭　　　　　　 …1

□泉南市の国民健康保険

の現状　　　　　 …2～3

□情報ＢＯＸ …4～9 

□information（お知らせ）

…10～17

□人権シリーズ …18～19

□健康コーナー …20～21

□まちかどスナップ…22～23

□ふるさと歴史紀行 …24

泉南市の人口（12月末現在）
人　口‥‥‥65,926人
男‥‥‥‥32,097人
女‥‥‥‥33,829人

世帯数‥‥‥23,823世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
相
互
扶
助
、

共
済
の
精
神
に
基
づ
き
市
民
を
対
象
と
し

て
病
気
・
け
が
、
出
産
・
死
亡
時
に
保
険

給
付
を
行
う
社
会
保
障
制
度
で
す
。

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
員
な
ど

社
会
保
険
（
被
用
者
保
険
）
等
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
も
、
や
が
て
は
退
職
者
医
療

制
度
に
加
入
さ
れ
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
す
べ
て
の
人
が
必
ず
医

療
保
険
に
加
入
（
強
制
加
入
）
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
国
民
皆
保
険
制
度
）

平
成
十
五
年
度
、
泉
南
市
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
は
、
一
般
被
保
険
者
（
自

営
業
、
農
業
者
な
ど
）
一
七
、
四
三
六
人

（
市
全
体
の
二
六
・
六
％
。
以
下
同
じ
。）、

退
職
被
保
険
者
（
一
定
期
間
社
会
保
険
に

加
入
）
三
、
九
三
二
人
（
六
・
〇
％
）、

老
人
保
健
医
療
給
付
対
象
者
四
、
六
三
七

人
（
七
・
一
％
）
で
市
民
全
体
の
三
九
・

七
％
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
ま

す
。

平
成
十
五
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
状
況



▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
・

中
学
生
と
高
齢
者
の
方
▼
定

員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E

メ
ー
ル
で
。

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥

観
察
会
を
毎
月
開
催
。
野
鳥
の

観
察
を
通
し
て
、
自
然
を
体
感

し
、
大
切
さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
二
月
十
二
日
貍
午
前

九
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
本
田

池
・
君
ヶ
池
▼
対
象
＝
小
・
中

学
生
▼
定
員
＝
十
五
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
毎
週
水

曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費

用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

▼
職
種
＝
放
課
後
児
童
会
指
導

員
及
び
青
少
年
セ
ン
タ
ー
指
導

員
補
助
員
▼
対
象
＝
六
十
歳
ま

で
の
健
康
な
方
▼
提
出
書
類
＝

履
歴
書
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
職
種
＝
臨
時
職
員
／
温
水
プ

ー
ル
監
視
員
▼
資
格
＝
昭
和
四

十
四
年
四
月
二
日
〜
昭
和
六
十

一
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
方

で
、
一
〇
〇
誡
を
ク
ロ
ー
ル
で

二
分
以
内
に
泳
ぐ
こ
と
が
で
き

る
方
▼
勤
務
日
・
形
態
＝
水
曜

日
か
ら
日
曜
日
で
午
前
九
時
〜

午
後
二
時
及
び
午
後
二
時
〜
午

後
八
時
ま
で
の
隔
週
交
代
勤
務

▼
賃
金
＝
八
三
〇
円
（
時
間
給
）

▼
定
員
＝
若
干
名
▼
試
験
内

容
＝
面
接
試
験
・
泳
力
検
査
▼

試
験
日
＝
二
月
十
八
日
貊
▼
採

用
予
定
日
＝
平
成
十
七
年
三
月

初
旬
▼
募
集
要
項
の
配
布
＝
二

月
二
日
貉
以
降
に
温
水
プ
ー
ル

で
▼
申
込
み
＝
二
月
二
日
貉
〜

二
月
十
三
日
豸
（
月
・
火
を
除

く
）
に
温
水
プ
ー
ル
へ
▼
問
合

せ
＝
サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル
薀

祚
２
６
２
７

▼
職
種
＝
一
般
事
務
（
計
数
整

理
、
台
帳
整
理
、
文
書
作
成
な

ど
の
簡
易
な
事
務
）
▼
資
格
＝

▽
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
〜

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
泉
南
市
に
住

民
登
録
し
自
力
で
通
勤
お
よ
び

前
記
の
職
務
遂
行
が
可
能
な
方

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
障
害
の
程
度

が
一
級
か
ら
四
級
ま
で
の
方
▼

勤
務
地
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
泉

南
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
▼

雇
用
条
件
＝
時
給
七
七
〇
円
、

厚
生
年
金
保
険
・
健
康
保
険
に

加
入
▼
勤
務
時
間
＝
月
〜
金
曜

日
の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
▼

雇
用
期
間
＝
四
月
一
日
以
後
随

時
（
最
長
雇
用
期
間
六
ヶ
月
間
）

▼
申
込
み
＝
三
月
一
日
貂
〜
三

月
七
日
豺
の
期
間
に
履
歴
書
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
を
市

役
所
人
事
課
に
本
人
が
直
接
持

参
、
申
込
み
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
人
事
課
（
内
線
二
七
五
）

５

青
少
年
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員
雇
用
登
録
を
受
付

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

カ
モ
・
サ
ギ
を

見
つ
け
よ
う

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

臨
時
職
員
／
温
水
プ
ー
ル

監
視
員
を
募
集

身
体
障
害
者
の
方
を

対
象
に
臨
時
職
員
を
募
集

兵庫県立「人と自然の博物館」

で、自然について学びませんか。

▼とき＝３月５日貍午前９時～午

後５時

▼ところ＝兵庫県立「人と自然の

博物館」（三田市）

▼対象＝市内の小・中学生とその

保護者（小学３年生以下は保護者

同伴）

▼定員＝５０人（多数の場合抽選）

▼参加費＝子ども１３０円・大人

２３０円（保険料を含む）

▼申込み＝２月１８日貊必着まで

に往復ハガキかEメールに人と自

然の博物館参加希望、参加者及び

保護者の氏名（ふりがな）、年齢、

住所、電話番号、学校名、学年を

記入の上、青少年センターへ。

文
化
や
遊
び
を
通
し
て
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
を
知
ろ
う
。
▼
と

き
＝
二
月
十
九
日
〜
三
月
十
二

日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
、
午
前

九
時
半
〜
十
一
時
（
全
四
回
）

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
＝
中
谷
ス
ネ
ジ
ャ
ナ
さ

ん
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
十

組
二
十
人
程
度
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
費
用
＝
四
〇
〇
円

（
材
料
費
）
▼
申
込
み
＝
二
月
十

日
貅
必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

か
E
メ
ー
ル
に
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

参
加
希
望
、
参
加
者
及
び
保
護

者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を

記
入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー

へ
。

▼
と
き
＝
二
月
十
九
日
〜
三
月

十
九
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
、

午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半
（
全

五
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
学
四
年
生

〜
中
学
三
年
生
▼
定
員
＝
二
十

名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

参
加
費
＝
五
〇
〇
円
▼
申
込

み
＝
二
月
十
日
貅
必
着
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
に
、

ビ
ー
ズ
教
室
参
加
希
望
、
参
加

者
及
び
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ
。

電
子
メ
ー
ル
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
を
し
ま
せ
ん
か
。
▼

と
き
＝
二
月
十
九
日
〜
三
月
十

九
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
、
午

後
一
時
〜
三
時
（
全
五
回
）
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
連
続
し
て
参
加
で
き
る

小
学
五
年
生
〜
中
学
三
年
生
▼

定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場
合

抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
＝
二
月
十
日
貅
必
着
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
に
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
参
加
希
望
、
参

加
者
及
び
保
護
者
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
。

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居

な
ど
の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開

催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
二
月

十
九
日
貍
午
前
十
時
〜
十
時
四

十
分
笆
二
十
一
日
豺
午
後
四
時

〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
笊
３
び
き

の
こ
ぶ
た
（
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
）
・
お
に
た
の
ぼ
う
し
笆
つ

る
に
ょ
う
ぼ
う
・
お
だ
ん
ご
ぱ

ん
他
▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
▼
定
員
＝
二
十
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な

読
み
聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
本
を
読
ん

だ
り
、
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝

居
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
二
月

十
九
日
貍
午
前
十
時
四
十
五
分

〜
十
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
実
務
講

習
会
（
詩
の
朗
読
）
▼
講
師
＝

根
っ
こ
の
会
▼
対
象
＝
十
八
歳

以
上
の
方
で
、
子
ど
も
に
本
な

ど
を
読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定

員
＝
二
十
人
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、

E
メ
ー
ル
で
。

友
だ
ち
や
親
子
で
卓
球
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
毎

週
金
曜
日
・
土
曜
日
▽
金
曜
日

は
午
後
五
時
〜
七
時
（
第
二
・

四
金
曜
日
は
、
卓
球
教
室
を
開

催
）
▽
土
曜
日
は
午
前
九
時
半

〜
十
一
時
半
（
た
だ
し
、
二
月

十
九
日
・
三
月
十
九
日
は
あ
り

ま
せ
ん
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
卓
球
教
室
は
十
五
歳
以
上
の
青

少
年
も
可
）
▼
定
員
＝
二
十
人

▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
上

ぐ
つ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E
メ

ー
ル
で
。

４

パ
ソ
コ
ン
教
室

親
子
で
学
ぶ

ブ
ル
ガ
リ
ア

は
じ
め
て
の

ビ
ー
ズ
教
室

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

友
だ
ち
家
族
で
卓
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
　
泉
南
市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー（e-mail：

seishonen-center@
city.

sennan.osaka.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



育
児
中
の
今
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
遊
び
を
と
お
し
て
、
沢
山

の
お
友
達
と
お
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
▼
と
き
＝
笊
二
月
十
日

貅
笆
十
七
日
貅
笳
三
月
十
日
貅

笘
十
七
日
貅
※
時
間
は
全
て
午

前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
笊
笳
樽
井
公
民
館
笆
笘
信

達
公
民
館
▼
内
容
＝
笊
笆
ス
ラ

イ
ム
で
遊
ぼ
う
笳
笘
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
を
見
よ
う
▼
対
象
＝
就

学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝

持
ち
物
等
に
つ
い
て
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

広
く
っ
て
、
お
も
ち
ゃ
も
あ

っ
て
、
じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
の
お

部
屋
で
遊
び
ま
せ
ん
か
？
▼
と

き
＝
二
月
二
十
五
日
貊
、
三
月

二
十
五
日
貊
※
時
間
は
全
て
午

前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
、
大
会
議
室

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝

す
こ
や
か
新
聞
を
お
配
り
し
ま

す
。

山
田
家
住
宅
（
登
録
有
形
文

化
財
）
の
一
般
公
開
に
併
せ
て

色
鉛
筆
画
展
と
筝
曲

そ
う
き
ょ
く

の
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
二
月
二
十
七
日
豸
▽

一
般
公
開
は
午
前
十
時
〜
午
後

四
時
（
泉
南
案
内
人
の
会
が
山

田
家
住
宅
の
説
明
を
し
ま
す
）

▽
筝
曲
（
琴
）
演
奏
は
午
後
二

時
〜
▽
色
鉛
筆
画
展
は
二
十
五

日
貊
〜
二
十
七
日
豸
の
三
日
間

開
催
し
ま
す
。
▼
と
こ
ろ
＝
山

田
家
住
宅
（
JR
新
家
駅
か
ら
南

西
へ
徒
歩
約
５
分
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不
要

次
の
仕
事
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

会
員
募
集
中
。
▼
対
象
＝
泉

南
市
在
住
で
、
働
く
意
欲
の
あ

る
六
十
歳
以
上
の
方
▼
年
会

費
＝
一
、
〇
〇
〇
円
▼
申
込

み
＝
月
一
回
入
会
説
明
会
を
実

施
▼
問
合
せ
＝
譖
泉
南
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
薀
祟
８
６

６
１泉

南
市
商
工
会
で
は
商
工
業

者
の
方
を
対
象
に
、
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
二
月

九
日
貉
午
後
一
時
半
〜
四
時
▼

と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝

泉
南
市
商
工
会
薀
祟
６
３
６
５

７

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
　
泉
南
市
樽
井
六
・
十

一
・
十
六
　
樽
井
公
民
館
（e-m

ail：
tarui-k@

city.

sennan.osaka.jp

／
薀
祟
４
３
６
１
蕭
祟
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民

山
田
家
住
宅
の
一
般

公
開
を
し
ま
す

親
と
子
の
広
場

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

乳
幼
児
に
遊
び
場
を

提
供
し
ま
す

いろんな「音」があふれています。本物の
しかもナマの音楽の楽しさ、すばらしさを親
子で一緒に楽しみ、ホッとできるひと時を味
わってください。台所にある○○が楽器に変
わるなんて…こうご期待ください。
▼とき＝３月２７日豸午後２時～３時（１時
４５分開場）
▼ところ＝樽井公民館
▼内容＝ユーモアミュージック「台所コンチ
ェルト」と声、打楽器、フルートとアコーデ
ィオンなどによる音楽会
▼対象＝小学校低学年位までの子どもとその
保護者、祖父母等
▼参加費＝無料
▼定員＝５０組程度（多数の場合は抽選）
▼申込み＝３月８日貂必着迄にＦＡＸ、ハガ
キ又はＥメールで、参加者全員の名前（ふり
がな）と子どもの年齢、住所、電話番号を記
入の上、樽井公民館ファミリーコンサート係
へ。

軽作業 

施設 
管理 

事務 

園芸 
修理 
修繕 
家事 

清掃、除草、ビラ配り、各種屋内外作業、 

大工仕事、波板張替、網戸障子等張替、 
ペンキ塗り、その他小修理 

公園・テニスコート・自転車置き場等の管理 

一般事務、宛名書き、毛筆賞状書き 
庭木の剪定・消毒、施肥、庭の清掃 

家事手伝い、留守番、洗濯、その他家事  

その他軽作業 
消
費
税
・
確
定
申
告

相
談
の
ご
案
内

▼
職
種
＝
浄
水
場
従
事
職
員
▼

資
格
＝
昭
和
二
十
一
年
四
月
二

日
〜
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
不

問
）
▼
業
務
内
容
＝
浄
水
場
施

設
の
維
持
管
理
▼
定
員
＝
二
人

▼
試
験
内
容
＝
筆
記
（
一
般
教

養
）
・
面
接
試
験
▼
試
験
日
＝

二
月
二
十
三
日
貉
▼
採
用
予
定

日
＝
平
成
十
七
年
四
月
一
日
▼

募
集
要
項
の
配
布
＝
二
月
一
日

貂
か
ら
水
道
部
工
務
課
で
▼
申

込
み
＝
二
月
八
日
貂
〜
十
七
日

貅
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
▼

問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
薀
祗

６
５
５
１

▼
職
種
＝
精
神
保
健
福
祉
士
▼

資
格
＝
昭
和
二
十
四
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
精

神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
有
し
、

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
等

に
お
い
て
、
三
年
以
上
の
実
務

経
験
の
あ
る
方
▼
業
務
内
容
＝

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
相
談

等
精
神
保
健
福
祉
業
務
全
般
、

障
害
福
祉
に
関
す
る
事
務
▼
定

員
＝
一
人
▼
試
験
内
容
＝
筆
記

（
一
般
教
養
）
・
面
接
試
験
▼
試

験
日
＝
二
月
二
十
三
日
貉
▼
採

用
予
定
日
＝
平
成
十
七
年
四
月

一
日
▼
募
集
要
項
の
配
布
＝
二

月
一
日
貂
か
ら
高
齢
障
害
福
祉

課
で
▼
申
込
み
＝
二
月
八
日
貂

〜
十
七
日
貅
※
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害

福
祉
課
（
三
○
九
）

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
子
育
て

相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
笆
二
月
一
日
貂
・

三
月
一
日
貂
笳
笘
二
月
十
五
日

貂
・
三
月
十
五
日
貂
笙
二
月
八

日
貂
・
二
十
二
日
貂
・
三
月
八

日
貂
・
二
十
二
日
貂
▼
と
こ

ろ
・
連
絡
先
＝
笊
信
達
保
育
所

祟
４
６
４
２
笆
樽
井
保
育
所
祗

０
０
７
４
笳
浜
保
育
所
祚
２
６

６
０
笘
鳴
滝
第
一
保
育
所
祟
４

０
４
１
笙
ち
び
っ
こ
広
場
（
鳴

滝
第
二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、

所
庭
）
祚
３
３
７
１
▼
開
放
時

間
＝
笊
笳
笙
午
前
十
時
〜
十
一

時
半
笆
笘
午
前
九
時
半
〜
十
一

時
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課

（
内
線
二
八
一
）

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界

が
広
が
る
…
そ
ん
な
「
お
は
な

し
」
を
通
し
て
、
楽
し
い
本
の

魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し

ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

も
ご
一
緒
に
！
▼
と
き
＝
二
月

十
二
日
貍
午
後
二
時
半
〜
三
十

分
程
度
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二

階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
四
歳
以

上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員
＝
先
着
四
十
人
（
途
中

で
の
出
入
り
は
不
可
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
第
一
、

三
、
四
土
曜
日
の
午
後
二
時
半

〜
三
十
分
程
度
、
同
場
所
に
お

い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
拍
子
木
」
に
よ
る
紙
芝
居
（
〇

歳
か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不

要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

ど
ち
ら
も
評
判
の
高
い
劇
で

す
。
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
二
月
十
二
日
貍
午

後
六
時
〜
笆
三
月
十
三
日
豸
午

後
三
時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
笊
泉
佐

野
市
泉
の
森
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス

笆
泉
南
市
文
化
ホ
ー
ル
リ
ハ
ー

サ
ル
室
▼
内
容
＝
笊
げ
き
だ
ん

は
て
な
「
い
き
て
て
よ
か
っ
た
」

笆
よ
ろ
ず
劇
場
と
ん
が
ら
し

「
ザ
・
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
腹
話

術
、
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
▼

参
加
費
＝
会
員
制
で
月
額
一
、

〇
〇
〇
円
※
四
歳
未
満
は
無
料

▼
問
合
せ
＝
泉
南
お
や
こ
劇
場

事
務
局
薀
祟
２
９
０
９

６

市
立
保
育
所
で

所
庭
の
開
放

毎
月
第
二
土
曜
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

泉
南
お
や
こ
劇
場

第
八
七
回
例
会

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
浄

水
場
従
事
職
員
を
募
集

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
精

神
保
健
福
祉
士
を
募
集

毎回ご好評頂いている企画展示、今回は昭和初期

の観光ブームに沸いた泉南地方の名所旧跡を当時の

絵はがきなどでご紹介します。

▼とき＝２月１９日貍～３月３１日貅午前９時半～

午後４時半（月曜・祝日を除く※月曜が祝日の場合

その翌日も休館日）

▼ところ＝古代史博物館

▼入場料＝無料

▼その他＝今回の企画展に関連する講演会を３月に

予定、詳しくは広報３月号をご覧ください。

▼問合せ＝古代史博物館薀祟６７８９

今から２，０００年以上前の弥生時代の方法で布

を織ってみませんか

泉南市内にあるフキアゲ山古墳では、石とガラス

でできたアクセサリーが見つかっています。これと

同じ方法で古墳時代のアクセサリーを作ってみませ

んか。

▼とき＝笊２月２６日貍午前１０時～午後３時

笆３月１２日貍午後１時～３時

▼ところ＝古代史博物館

▼対象＝小学生以上※小学４年生以下は保護者同伴。

▼定員＝笊笆各１０名（先着順）

▼費用＝５００円

▼申込み・問合せ＝２月５日貍午前９時半から古代

史博物館へ来館の上、直接申込み薀祟６７８９

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



９

泉
南
市
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く

り
実
行
委
員
会
で
は
、
泉
南
案

内
人
の
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

次
の
と
お
り
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼

と
き
＝
二
月
二
十
六
日
貍
午
前

九
時
JR
新
家
駅
集
合
、
午
後
二

時
半
ご
ろ
解
散
予
定
※
雨
天
の

場
合
は
二
十
七
日
豸
▼
コ
ー

ス
＝
JR
新
家
駅
〜
種
河
神
社
〜

畦あ
ぜ

の
谷た
に

地
蔵
じ
ぞ
う

〜
お
菊
山

き
く
や
ま

（
休

憩
・
昼
食
）
〜
蓮
信
寺

れ
ん
し
ん
じ

〜
金
熊

寺
〜
梅
林
（
解
散
）
約
十
キ
ロ

※
帰
り
は
午
後
三
時
二
十
二
分

「
金
熊
寺
」
発
和
泉
砂
川
駅
行
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
あ
り
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
五
十

名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

そ
の
他
＝
山
歩
き
の
服
装
・
靴

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
藪
の
中

を
一
部
通
り
ま
す
の
で
手
袋
・

タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

弁
当
・
飲
料
は
各
自
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
二
月
十
八
日
貊
必
着
ま
で

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
〒
五

九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）

泉
南
市
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

実
行
委
員
会
事
務
局
　
泉
南
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
宛
。

蕭
祟
７
３
０
６
／e

-m
a
il:

syougai@
city.sennan.lg.jp

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

森
の
保
全
活
動
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
▼
と
き
＝
二
月
十
九
日

貍
午
前
十
時
半
〜
午
後
三
時

（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南

市
堀
河
（
堀
河
の
森
、
紀
泉
わ

い
わ
い
村
）
▼
内
容
＝
山
づ
く

り
、
森
林
の
整
備
（
除
伐
等
）

▼
集
合
＝
紀
泉
わ
い
わ
い
村
管

理
棟
前
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
携

行
品
＝
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、

作
業
の
で
き
る
服
装
、
作
業
用

手
袋
等
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

Ｅ
メ
ー
ル
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

譛
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協

会
（e-m

ail:m
id
ori@

og
tru
st.

jp

／
薀
０
６
・
６
９
４
９
・
５

７
０
５
／
蕭
０
６
・
６
９
４

９
・
５
７
０
７
）

第
二
回
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

堀
河
の
森
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉南市生涯学習まちづくり
実行委員会と泉南市教育委員
会では、文部科学省生涯学習
まちづくりモデル支援事業の
成果発表の場として、また市
民の皆様とまちづくりについ
て考える “楽”会として

泉南を楽しくする主役は
“あなた！”です。ぜひご参
加ください。詳細は広報３月
号に掲載予定です。
▼とき＝３月６日豸午後１時
～午後４時半頃
▼ところ＝文化ホール
▼内容＝・オープニング（幼
稚園児・高校生による和太
鼓）・まちづくり談義（基調
講演とまちづくり談義）・ド
ドーンと和太鼓響演※ミニや
ぐら大集合！（ミニやぐらの
展示）、まちづくり事業展示
会同時開催予定
▼出演＝まちづくり関係有識
者、いずみ太鼓“皷聖泉

こせいせん

”
（海外公演も経験した実力派
太鼓集団です）、泉南太鼓塾
生他
▼その他＝ミニやぐらを所蔵
されている方、当日の展示に
ぜひご協力ください。ご協力
いただける場合は下記の問合
せ先へご連絡お待ちしており
ます。
▼参加費・申込み＝不要
▼問合せ＝生涯学習課（内線
２４７）

チェコ共和国より初来日の「サ
シャーツィ合唱団」と「泉南市少
年少女合唱団」による国際交流コ
ンサートを開催します。ぜひご参
加ください！
▼とき＝２月１９日貍午後６時開
場・６時半開演
▼ところ＝文化ホール
▼出演＝サシャーツィ合唱団《チ
ェコ共和国》、泉南市少年少女合
唱団
▼入場料＝無料
▼主な曲目＝おお牧場はみどり・
赤とんぼ他
▼主催＝ＡＢＣ委員会
▼問合せ＝政策推進課（内線287）

ドイツ製スタインウェイと他
の楽器や歌とのジョイントコン
サートの出演者を募集します。
▼とき＝３月２０日豸午前１０
時～午後４時
▼ところ＝文化ホール（入場無
料）
▼応募資格＝市内在住の小学４
年生以上の方（グループの場合、
メンバーの中に泉南市内在住の
方がいれば応募できます）
▼定員＝３０組
▼参加費＝１人につき５００円
▼申込み＝２月１０日貅～３月
６日豸の午前１０時～午後５時
に文化ホール（図書館二階事務
所）へ※月曜日・祝日は除く
▼その他＝１人（ピアノのみ）
での参加、グループ（５人まで）
での参加もできます
▼問合せ＝文化ホール

い
つ
何
処
で
必
要
に
な
る
か

わ
か
ら
な
い
心
肺
蘇
生
法
に
つ

い
て
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
が
指
導
し
ま
す
の
で
一

度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼

と
き
＝
二
月
二
十
七
日
豸
午
前

十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
立

泉
佐
野
病
院
三
階
大
会
議
室
▼

定
員
＝
四
十
人
（
先
着
順
）
▼

申
込
み
＝
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

二
月
二
十
一
日
豺
ま
で
に
府
立

泉
州
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
ま
で

▼
そ
の
他
＝
動
き
や
す
い
服
装

（
ズ
ボ
ン
な
ど
）
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
府
立
泉
州

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

薀
磔
９
９

１
１
　
蕭
磔
９
９
４
１

▼
募
集
場
所
＝
泉
南
市
樽
井
八

丁
目
十
一
番
　
前
畑
団
地
十
号

棟
▼
名
称
＝
泉
南
市
設
前
畑
団

地
店
舗
笊
第
三
号
及
び
笆
第
四

号
▼
構
造
＝
笊
笆
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
四
階
建
（
店
舗：

一
階
）

▼
面
積
＝
笊
二
十
四
・
五
六
㎡

笆
十
二
・
五
四
㎡
▼
保
証
金
＝

笊
二
十
万
円
笆
十
万
円
▼
月
額

使
用
料
＝
笊
一
四
、
〇
〇
〇
円

笆
八
、
〇
〇
〇
円
▼
使
用
資

格
＝
①
市
内
に
住
所
又
は
営
業

所
を
有
す
る
者
。
②
店
舗
で
営

業
を
営
む
に
足
り
る
資
力
、
信

用
及
び
技
能
を
有
す
る
者
。
③

保
証
人
が
二
人
あ
る
者
。
④
市

営
前
畑
団
地
及
び
周
辺
地
域
の

生
活
利
便
を
図
る
施
設
で
あ
る

こ
と
。
但
し
、
事
務
所
を
除
く
。

潸
現
在
店
舗
で
営
業
し
て
い
る

業
種
と
異
な
る
業
種
で
あ
る
こ

と
。
以
上
全
て
の
項
目
に
該
当

す
る
方
に
限
り
ま
す
。
▼
申
込

用
紙
の
配
布
＝
二
月
七
日
豺
〜

二
十
五
日
貊
▼
注
意
事
項
＝
▽

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、
書

類
審
査
の
上
、
抽
選
で
決
定
し

ま
す
。
▽
店
舗
は
現
状
渡
し
で
、

改
装
費
用
は
使
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。
▽
契
約
時
に
は
、

請
書
、
代
表
者
身
元
証
明
書
又

は
法
人
登
記
簿
謄
本
、
印
鑑
証

明
書
、
納
税
証
明
書
等
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
二
月
十
四
日
豺

〜
二
十
五
日
貊
の
期
間
に
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
施

設
管
理
課
住
宅
公
園
係
へ：

市

役
所
別
館
二
階
（
内
線
五
八

一
・
五
八
二
）

農
産
物
の
地
産
地
消
を
推
進

す
る
た
め
、
大
阪
府
が
次
の
と

お
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
▼
と
き
＝
三
月
十
五
日
貂

午
後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝

泉
佐
野
市
泉
の
森
ホ
ー
ル
（
小

ホ
ー
ル
）
▼
内
容
＝
パ
ネ
ル
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
展
示
▼
パ
ネ

リ
ス
ト
＝
榊
田

さ
か
き
だ

み
ど
り
さ
ん

（
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
・
土ど

井い

信
子
の
ぶ
こ

さ
ん
（
料
理
研
究
家
）

▼
定
員
＝
四
五
〇
名
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無

料
（
参
加
者
全
員
に
泉
州
の
農

業
特
産
物
を
提
供
し
ま
す
）
▼

主
催
＝
大
阪
府
泉
州
農
と
緑
の

総
合
事
務
所
・
大
阪
府
農
業
会

議
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
二
月

二
十
八
日
豺
必
着
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九

六
・
〇
〇
七
六
　
岸
和
田
市
野

田
町
三
・
十
三
・
二
　
大
阪
府

民
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内
／
大
阪
府

泉
州
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
／
食
と

農
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
係
薀

矗
３
６
０
１

▼
と
き
＝
二
月
二
十
七
日
豸
、

午
後
一
時
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝

信
達
岡
中
林
昌
寺
▼
内
容
＝
茶

道
セ
ミ
ナ
ー
（
茶
道
雑
学
▽
講

師：

則
竹

の
り
た
け

勝
ま
さ
る

さ
ん
・
薄
茶
の
作

法
）
▼
参
加
費
＝
一
人
二
〇
〇

円
▼
申
込
み
＝
二
月
十
七
日
貅

ま
で
に
泉
南
市
文
化
協
会
中
谷

へ
薀
祟
２
１
４
９
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

楽
し
い
音
楽
体
操
や
、
椅
子

に
座
っ
て
の
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
を
行
い
ま
す
。
障
害
者
・
児

の
方
は
も
ち
ろ
ん
保
護
者
・
介

助
者
の
方
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
二
月

二
十
五
日
貊
、
三
月
二
十
五
日

貊
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一

時
半
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
身
体
障
害

者
も
し
く
は
療
育
手
帳
所
持
者
、

ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
市
民
▼

定
員
＝
三
十
名
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
あ
い
ぴ
あ
泉
南
へ

薀
祕
０
７
０
７
蕭
祕
０
９
０
９

８

泉
南
市
設
前
畑
団
地

店
舗
使
用
者
を
募
集

「
食
と
農
を
考
え
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
参
加
者
募
集

泉
南
市
文
化
協
会

第
四
回
文
化
サ
ロ
ン
開
催

心
肺
蘇
生
法
講
習
会

障
害
者
・
児
の
た
め

の
ジ
ャ
ザ
サ
イ
ズ

泉州９市４町が一体となって、広域行政の推進及び泉州地域の活
性化、国際化、あわせてスポーツの振興などを目的として第12回泉
州国際市民マラソンを開催。約３，０００人の参加者が集います。
▼とき＝２月２０日豸午前１１時スタート
▼コース＝堺市浜寺公園（スタート）～堺阪南線大浜中町交差点
折り返し～空連道側道折り返し～泉佐野岩出線樽井浜口折り返し
～泉佐野市・りんくう公園高架下駐車場（ゴール）４２，１９５
キロのワンウェイマラソン
▼ゴール会場＝午前１１時から
泉州９市４町の「物産展」をは
じめ、豪華プレゼントの当たる
「優勝タイム当てゲーム」等を
予定しています。
▼問合せ＝泉州国際市民マラソ
ン実行委員会薀瞻３４４０



▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

三
〇
七
・
三
〇
四
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十

七
年
四
月
に
泉
南
市
立
小
学
校
の
第
一

学
年
（
平
成
十
年
四
月
二
日
〜
平
成
十

一
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）
及
び
中
学
校

の
第
一
学
年
（
平
成
四
年
四
月
二
日
〜

平
成
五
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）
に
入
学

を
予
定
さ
れ
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
の
方
に
「
就
学
通
知
書
」
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
就
学
通
知
書
の
届
い
て
い
な

い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
泉
南
市

教
育
委
員
会
学
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
二
九
七
）

11

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

納税課（内線233）
国保年金課 
（内線250） 

2月３日,10日,24日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
二階会議室３ 

市役所別館 
一階相談室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所 
納税課 
国保年金課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242）

家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288）

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

薀83-0001

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551）

教育相談 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
二階会議室３ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀82-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

毎月10日（土日祝 
日は翌執務日） 
午後５時半～８時 

確定申告の申告時期のため 
今月はお休みします。 

関西国際空港情報：№57

就
学
通
知
書
は

届
き
ま
し
た
か

見果てぬ夢のヒコーキ展開催期間延
長！
関空展望ホールのリニューアル記

念として期間限定で開催中の「見果

てぬ夢のヒコーキ展」の開催期間を

好評により下記の通り延長します。

まだお越し頂いていない方、飛行機

好きの方、ぜひお越しください。

▼開催期間＝１月１０日豢までを４月

１０日豸まで延長

▼開催時間＝午前１０時～午後８時

（入場は午後７時半まで）

▼入場料＝大人２００円、子ども

（４才～１１才）１００円、３才以下は

無料

詳細については、ホームページをご

覧ください。（http://www.kans

ai-airport.or.jp/）

▼問合せ＝関空展望ホール

薀碚２０８２

関空連絡橋通行料金、引き下げ実施
中！
国による社会実験の一環として、

関空連絡橋通行料を引き下げしてい

ます。更に２月は自動料金収受シス

テム（ＥＴＣ）を備えた車両に対し

て、駐車場1時間無料サービスや高

速料金の割引も実施します。

▼期間＝２月２８日豺まで

▼内容＝１，７３０円が１，１００円

に（普通車往復）

詳細については、ホームページをご

覧ください。（http://www.kansai-

airport.or.jp）

▼問合せ＝社会実験協議会

薀碚２５３９

泉
南
市
で
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の

方
々
に
、
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

（
但
し
、
事
業
所
が
当
初
契
約
し
た
月
か

ら
五
年
間
の
共
済
掛
金
に
つ
い
て
の
み
）

補
助
対
象
は
、
市
内
に
事
業
所
を
有

し
、
全
額
事
業
主
負
担
に
よ
り
、
平
成

十
一
年
二
月
以
降
に
中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
る
、
被
共
済

者
が
五
十
人
以
下
の
事
業
主
の
方
々
で

す
。申

請
は
、
毎
年
一
月
〜
十
二
月
ま
で

に
納
め
た
掛
金
に
つ
い
て
、
二
月
末
日

ま
で
に
地
域
振
興
課
に
設
置
し
て
い
る

補
助
金
交
付
申
請
書
と
個
人
別
、
月
別

掛
金
内
訳
書
に
退
職
金
共
済
手
帳
の
写

し
及
び
納
税
証
明
書
（
市
税
の
完
納
を

証
す
る
書
面
）
を
添
え
て
、
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
五
八

三
）一

般
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
定
期
投
入

に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
度
に
泉
南
清

掃
工
場
を
使
用
さ
れ
る
方
の
使
用
願
の

申
請
を
受
付
し
ま
す
。

▼
申
込
み
＝
清
掃
工
場
計
量
室
に
備
え

付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
泉
南
清
掃
事
務
組
合
事
業
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
受
付
期
間
＝
二
月
十
四
日
豺
〜
二
月

二
十
八
日
豺
（
土
日
は
除
く
）

▼
そ
の
他
＝
▽
こ
の
申
請
は
一
般
廃
棄

物
の
取
扱
い
の
営
業
許
可
で
は
あ
り
ま

せ
ん

▽
ご
み
の
排
出
時
に
は
減
量
化
を
図
り
、

市
の
ご
み
分
別
品
目
に
合
わ
せ
て
持
ち

込
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
▽
産
業
廃

棄
物
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
等
に
よ
り
、
事

業
者
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
し

て
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
泉
南
清
掃
事
務
組
合
（
薀

祚
０
５
８
１
）

現
在
、
二
月
一
日
を
基
準
日
と
し
て
、

農
林
水
産
省
が
主
管
す
る
「
二
〇
〇
五

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
農
林

業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
五
年
ご
と
に
実
施
す
る
最

も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

一
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
泉
南
市
内

の
農
林
業
関
係
者
の
方
々
を
訪
問
し
て

調
査
票
の
記
入
を
依
頼
し
、
二
月
一
日

以
降
、
調
査
票
を
回
収
す
る
た
め
、
再

度
訪
問
し
ま
す
。

調
査
票
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
つ
い

て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
円
滑
な
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
二
六
八
）

二
月
十
一
日
貊
の
休
日
に
伴
い
、
可

燃
ご
み
の
収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

※
休
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収

集
日
を
振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集

日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し
、
収
集
日

当
日
の
午
前
九
時
ま
で
に
決
め
ら
れ
た

集
積
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

▼
内
容
＝
市
の
委
託
業
者
が
利
用
者
宅

を
訪
問
し
、
ふ
と
ん
を
引
き
取
り
、
丸

洗
い
後
に
配
送
し
ま
す

▼
対
象
＝
次
の
笊
笆
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

笊
六
十
五
歳
以
上
で
在
宅
の
単
身
世
帯

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
笆
要
介
護

認
定
で
要
介
護
度
一
以
上
の
方

▼
丸
洗
い
で
き
る
ふ
と
ん
の
種
類
と
費

用
＝
敷
き
ふ
と
ん
（
二
〇
〇
円
）、
掛
け

ふ
と
ん
（
二
〇
〇
円
）、
毛
布
（
一
〇
〇

円
）
※
羊
毛
・
羽
毛
ふ
と
ん
、
こ
た
つ

ふ
と
ん
は
除
く

▼
申
込
み
＝
二
月
二
十
八
日
豺
ま
で
に
、

お
電
話
で
高
齢
障
害
福
祉
課
へ

二
〇
〇
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
　

ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
み
収
集
日
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
の

ふ
と
ん
洗
濯
サ
ー
ビ
ス

泉
南
清
掃
工
場
の
使
用
願
い

を
受
付
し
ま
す

10

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

補
助
制
度
の
申
請
に
つ
い
て

１
〜
９
人
以
下
 

10
〜
30
人
以
下
 

31
〜
50
人
以
下
 

20
％
 

15
％
 

10
％
 



A
B
C
委
員
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
文
化
祭

が
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、コ
ー
ラ
ス
、

カ
ラ
オ
ケ
、
さ
ま
ざ
ま
な
踊
り
や
朗
読
な

ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
く
、参
加
者
の
独
特
な
ア
イ
デ
ィ
ア
、

ま
た
ユ
ニ
ー
ク
な
演
出
な
ど
で
大
変
盛
り

上
が
る
中
、
参
加
者
や
観
覧
者
の
皆
様
か

ら
心
温
ま
る
募
金
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

総
額
は
、
一
四
四
、
五
二
一
円
と
な
り
、

新
潟
県
中
越
地
震
義
援
金
と
し
て
振
込
み

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
募
金
を
頂

き
ま
し
た
皆
様
に
対
し
て
、
た
い
へ
ん
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
皆
様
の
一

日
も
早
い
復
興
が
図
ら
れ
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課（
内
線
二
四
七
）

二
月
二
十
日
豸
、
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ

ソ
ン
開
催
の
た
め
、
次
の
と
お
り
市
民
体

育
館
等
の
施
設
を
臨
時
休
館
と
し
ま
す
。

▼
終
日
休
館
（
場
）
＝
市
民
体
育
館
、
り

ん
く
う
体
育
館
（
大
阪
府
南
部
広
域
防
災

拠
点
）、
な
み
は
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
市
民

球
場
（
サ
ザ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
）、
り
ん
く

う
南
浜
二
号
緑
地
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。

▼
抽
選
日
の
変
更
＝
二
月
二
十
日
豸
に
市

民
体
育
館
で
実
施
す
る
予
定
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
及
び
な
み
は
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
の

抽
選
会
は
、
二
月
十
三
日
豸
に
変
更
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
抽
選
時
間
・

場
所
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館
薀
祗
１
０
０

０
・
施
設
管
理
課
（
内
線
五
八
一
）

泉
南
市
で
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日

か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
バ
ナ
ー
広
告

（
有
料
）
を
掲
載
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
年
間
約
十
万
件
ほ
ど
市
内
外
か
ら

ご
訪
問
い
た
だ
い
て
い
る
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
ご
希

望
の
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
（
有
料
）
を

掲
載
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
、
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
料
金
＝
▽
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
、
一
ヶ
月

間
一
万
円
▽
そ
の
他
の
ペ
ー
ジ
は
、
一
ヶ

月
間
八
千
円
※
料
金
に
つ
い
て
は
、
継
続

割
引
設
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
広
告
の
規

格
や
手
続
き
な
ど
詳
細
は
、
泉
南
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の
う
え
、
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.se
n
n
a
n
.o
sa
k
a

.jp/▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理
課
（
内
線
三
二

八
）、
E
メ
ー
ル：

jy
ou
k
an
@
city
.sen

nan.lg.jp

）

被
保
険
者
期
間
中
に「
つ
い
う
っ
か
り
」

の
未
納
期
間
が
あ
る
と
、
万
一
の
事
故
の

時
に
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。又
、

納
期
限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
た
く

て
も
納
め
ら
れ
ず
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
事
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
保
険
料
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納

め
、
未
納
期
間
を
つ
く
ら
ず
、
年
金
の
受

給
権
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

▼
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ
＝
年
金
手

帳
は
大
切
に
保
管
し
、
ま
た
、
就
職
し
た

時
は
必
ず
、
年
金
手
帳
を
事
業
所
に
提
示

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課（
内
線
二
五
五
）
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　 　 笊 玳 珎 玻 珀
珥 笵 笨 璢 琅 瑯 琥
珸 笋 筌 筅 琿 瑟 瑙
瑁 筰 筱 瑰 瑣 瑪 瑶
瑾 箍 笊 玳 珎 玻 珀
珥 笵 笨 璢 琅  

2月1日～3月10日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　笊玳珎玻珀
珥縢笨璢琅瑯笄
珸縷筌瑕琿瑟瑙
筧繙筱瑰瑣瑪瑶
瑾纃笊玳珎玻珀
珥縢笨璢琅  

　 　笊玳珎玻珀
珥縢笨璢琅筺琥
珸縷筌瑕琿瑟瑙
瑁繙筱瑰瑣瑪瑶
瑾纃笊玳珎玻珀
珥縢笨璢琅  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

2月1日～3月10日・薀祗１０００ 

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

2月1日～3月10日・薀祟４３６１ 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

体
育
施
設
の
臨
時
休
館

と
抽
選
日
を
変
更

泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

子どもから高齢者まで

工夫を凝らした演出で

会場をわかしました。

樽井ソーレーサ（踊り）蜷

瀬戸の花嫁（歌謡曲）▼

介
護
保
険
で
要
介
護
度
四
ま
た
は
五
の

認
定
を
受
け
た
高
齢
者（
要
介
護
高
齢
者
）

を
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
（
家

族
介
護
者
）
の
方
で
、
一
年
（
十
二
ヵ
月
）

間
介
護
保
険
で
提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
な
い
で
介
護
し
て
い
る
な

ど
、
次
の
笊
〜
笞
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
家
族
介
護
者
の
方
に
家
族
介
護
慰
労
金

を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
要
件
＝

笊
要
介
護
高
齢
者
が
、
六
十
五
歳
以
上
で

あ
る
こ
と
。

笆
要
介
護
高
齢
者
、
家
族
介
護
者
と
も
に

一
年
以
上
継
続
し
て
泉
南
市
内
に
居
住
し

て
い
る
こ
と
。

笳
要
介
護
高
齢
者
、
家
族
介
護
者
と
も
に

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

笘
要
介
護
高
齢
者
が
、
要
介
護
認
定
を
受

け
て
お
り
、
一
年
以
上
要
介
護
四
ま
た
は

五
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

笙
要
介
護
高
齢
者
が
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
月
単
位
で
十
二
カ
月
以
上
継
続
し
て

利
用
し
て
い
な
い
こ
と
。（
病
院
な
ど
に

入
院
し
て
い
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
入
院
期
間
を
除
い
て
前
後
十
二
ヵ
月
以

上
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
こ
と
。
た
だ
し
、
一
年
間
で
一
週
間

（
七
日
）
以
内
の
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
の
利
用
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。）

笞
家
族
介
護
者
が
、
同
居
し
て
お
り
、
居

宅
に
お
い
て
現
に
要
介
護
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
こ
と
。

（
た
だ
し
、
同
一
敷
地
内
や
隣
地
に
居
住

し
て
い
る
場
合
は
、
同
居
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。）

▼
申
し
込
み
＝
二
月
二
十
八
日
豺
ま
で

▼
支
給
額
＝
十
万
円
（
年
額
）

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
　
（
内
線

三
〇
七
）

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
国
が
賃
金
の
最

低
額
を
定
め
、
使
用
者
は
そ
の
金
額
以
上

の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
最
低
賃

金
に
は
、
大
阪
府
内
の
す
べ
て
の
労
働
者

が
対
象
と
な
る
「
大
阪
府
最
低
賃
金
」
と

特
定
の
産
業
の
労
働
者
が
対
象
と
な
る

「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
あ
り
、
原
則
と

し
て
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ

イ
ト
等
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
現
在
の
最
低
賃
金
（
い
ず
れ

も
時
間
額
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
地
域
別
最
低
賃
金
＝

笊
大
阪
府
最
低
賃
金
（
七
〇
四
円
）

▼
産
業
別
最
低
賃
金
＝

笆
塗
料
製
造
業
（
八
二
八
円
）

笳
電
気
機
械
器
具
製
造
関
連
産
業
（
七
七

六
円
）

笘
機
械
・
金
属
製
品
製
造
関
連
産
業
（
七

九
九
円
）

笙
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
（
七
九
二
円
）

笞
鉄
鋼
業
（
八
〇
七
円
）

笵
自
動
車
小
売
業
（
七
八
六
円
）

笨
非
鉄
金
属
関
連
産
業
（
七
七
四
円
）

笶
各
種
商
品
小
売
業
（
七
四
九
円
）

▼
問
合
せ
＝
大
阪
労
働
局
賃
金
課

（
薀
０
６
・
６
９
４
９
・
６
５
０
６
）

移
動
図
書
館
・
か
し
の
き
号
は
、
お
と

な
の
本
と
子
ど
も
の
本（
約
二
六
〇
〇
冊
）

を
積
ん
で
、
市
内
十
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま

す
。か

し
の
き
号
で
は
、
お
一
人
に
つ
き
八

冊
ま
で
本
を
借
り
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
巡
回

日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
但
し
、
大
雨

洪
水
警
報
発
令
時
等
、気
象
状
況
に
よ
り
、

巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書

館
の
貸
出
券
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
保
険
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
三
月
後
半
の
巡

回
は
、
資
料
特
別

整
理
期
間
の
た
め

休
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書

館
（
薀
祗
７
７
６
６
）
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鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

関空マーブルコースト 

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

浜老人集会場 

西信達公民館 

2月 
2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:30

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

2月1日～3月10日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

② 澑 
② 澑 
③ ⑰ 
③ ⑰ 
④ ⑱ 
④ ⑱ 

2月 

②  
②  
③  
③  
④  
④  

3月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

潛 澹 
潛 澹 
⑩ 濆 
⑩ 濆 
笄 澪 
笄 澪 

3月 

潛  
潛  
⑩  
⑩  
⑪  
⑪  

●は土曜日の巡回です 

　　珈玳珎玻珀
珥笵珞璢琅筺琥
珸笋琺瑕琿瑟瑙
瑁筰瑩瑰瑣瑪瑶
箟箍珈玳珎玻珀
珥笵珞璢琅  

3
月
後
半
の
巡
回
は
あ
り
ま
せ
ん 

3
月
後
半
の
巡
回
は
あ
り
ま
せ
ん 

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

家
族
介
護
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す

地
域
及
び
産
業
別
最
低
賃
金

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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市民の皆さんに行政情報を積極的に提供するため、市職

員を講師として派遣します。

対 象は、市民が中心となって、泉南市の発展のため自

主的活動を実施、または実施しようとしている団体

やグループ。なお講座には１０人以上の出席者が見込まれ

る場合とします。

内 容は、「せんなん伝市メールテーマ一覧表」から選

択してください。ただし、行政全般に関わる事柄で

市役所秘書課と協議、選定した内容であればこの範囲とし

ません。

▼開催日時＝祝祭日、年末年始を除くすべての日。時間は

午前９時～午後９時までの中で、２時間以内とします。

▼場所＝泉南市内に限ります。

▼費用＝市職員の講師は無料とします。

▼その他＝開催場所の使用手続き、その他の準備は申込者

の責任において行ってください。

▼申込み＝講座への派遣講師を希望する団体・グループの

代表者は、事前に市役所秘書課に申込書を提出し、テーマ

や日程を決定してください。

▼問合せ＝秘書課（内線３０２）

※せんなん伝市メールテーマ一覧表は、平成17年４月改定

予定です。

　 

　 

　 

　 

こ
の
制
度
は
、
通
り
魔
殺
人
等
の
故
意
の

犯
罪
行
為
に
よ
り
、
不
慮
の
死
を
遂
げ
ら
れ

た
方
の
遺
族
や
身
体
に
重
傷
病
を
負
い
、
も

し
く
は
障
害
が
残
っ
た
被
害
者
の
方
に
対
し
、

社
会
の
連
帯
共
助
の
精
神
に
基
づ
き
、
国
が

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給
し
、
そ
の
精

神
的
、
経
済
的
打
撃
の
緩
和
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

▼
給
付
金
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る
被
害
者
ま

た
は
遺
族
の
資
格
＝

▽
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
ま
た
は
日
本
国
内

に
住
所
を
有
す
る
方

▽
外
国
人
で
あ
っ
て
も
当
該
被
害
者
の
原
因

と
な
っ
た
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い

て
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
被
害
者

本
人
（
被
害
者
死
亡
の
場
合
は
遺
族
）

▼
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
性
格
と
種
類
＝

▽
遺
族
給
付
金

▽
重
傷
病
給
付
金

▽
障
害
給
付
金
の
三
種
類
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
損
害
の
補
填
の
要
素

を
含
む
見
舞
金
的
な
性
格
の
も
の
で
す

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
（
薀
磚
１
２
３
４
）

最
近
、
児

童
・
生
徒
等
、

子
ど
も
が
狙
わ

れ
る
事
件
や
犯

罪
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
泉
南

市
教
育
委
員
会

で
は
、
「
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど

も
を
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
登
録
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
「
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

員
」、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
、
関
係
団

体
の
ご
協
力
に
よ
り
、
通
学
路
に
お
け
る

あ
い
さ
つ
や
声
か
け
な
ど
、
子
ど
も
を
見

守
る
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。今

後
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
安
全
を
最
優

先
す
る
気
風
を
高
め
、
子
ど
も
を
守
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

毎
月
八
日
を
「
子
ど
も
安
全
の
日
」
と
し

て
位
置
づ
け
、
市
を
あ
げ
て
子
ど
も
の
安

全
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

な
お
、
八
日
が
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

日
等
の
場
合
、
順
次
繰
り
延
ば
し
て
学
校

の
授
業
日
に
設
定
し
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
安
全
を
守
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
指
導
課
（
内
線
二
七
七
）
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本校では、「生きる力」を【確かな学力】【豊かな

人間性】【健康と体力】の３つの要素からなる力と捉

えています。ですから、それらの要素を伸ばす事が

「生きる力」を育てる事に繋がると考えています。

▼「確かな学力」

昨年度より算数科に少人数

指導を取り入れ、子どもひと

りひとりに関われる時間をで

きるだけ多くし、基礎・基本

の充実に力を入れています。

さんさんタイム（朝の会）では、算数に繋がるク

イズ的（柔軟なものの考え方）なものや計算力のア

ップなど、算数の授業へのモチベーションの向上に

力を入れています。

また、学力向上支援事業として和歌山大学の学生

たちによる放課後指導で、宿題をしたり授業のわか

りにくかったところの復習など、学習理解度の向上

を図っています。

▼「豊かな人間性」

ふだんより地域の方々に登下

校時の巡回などでお世話になっ

ているささやかな感謝の気持ち

として、９月に行われる敬老会

で、毎年、吹奏楽を演奏しています。今年は、誰で

もが知っている「水戸黄門のテーマ」を演奏し、喝

采を得ました。また、地域の公園の清掃活動やひと

り一鉢栽培など、感謝の気持ちと美しいものを美し

いと感じる心を育てたいと思っています。

▼「健康と体力」

本年度より体育専科の設置、

全校での縄跳び運動、マラソ

ン大会、休憩時間での外遊び

の奨励、ＰＴＡ活動で親子で

のドッジボールなど体力面の向上を図っています。

▼問合せ＝指導課（内線２７７）

ご
存
じ
で
す
か

犯
罪
被
害
給
付
制
度

毎
月
八
日
は

「
子
ど
も
安
全
の
日
」
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「
床
下
や
屋
根
な
ど
の
点
検
を
す
る
」
と
言
っ
て
訪
問
し
、

「
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
な
ど
と
不
安

に
さ
せ
て
、
器
具
の
取
り
付
け
や
、
補
強
工
事
を
売
り
込
む
、

い
わ
ゆ
る
点
検
商
法
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
関
す
る
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
出
展
＝
「
二
〇
〇
五
年
版
く
ら
し
の
豆
知
識
」
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
発
行

工
事
の
効
果
が
疑
問
に
思
わ
れ
た
事
例
や
、
工
事
そ
の
も
の

が
ず
さ
ん
だ
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

「
事
業
者
が
屋
根
の
点
検
だ
と
い
っ
て
来
訪
し
『
屋
根
の
梁

に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
る
、
耐
震
効
果
の
あ
る
補
強
工
事
を
』
と

勧
め
る
の
で
屋
根
裏
補
強
工
事
を
契
約
し
た
が
、
心
配
に
な
り

建
築
士
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、『
こ
ん
な
工
事
で
は
不
十
分
』
と

言
わ
れ
た
」

「『
側
溝
が
汚
い
の
で
掃
除
を
し
ま
す
』
と
事
業
者
が
来
た
の

で
頼
ん
だ
。

翌
日
、
同
じ
事
業
者
が
『
水
漏
れ
の
点
検
を
す
る
』
と
言
っ

て
床
下
に
潜
り
、『
カ
ビ
や
湿
気
が
ひ
ど
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
大

変
だ
』
と
床
下
換
気
扇
の
取
り
付
け
と
調
湿
剤
の
散
布
を
し
た
。

調
湿
剤
は
偏
っ
て
ま
か
れ
て
い
た
」

シ
ロ
ア
リ
駆
除
を
手
始
め
に
、
床
下
換
気
扇
、
床
下
乾
燥
剤
、

床
下
補
強
材
と
、
床
下
に
関
す
る
工
事
を
専
門
に
次
々
と
契
約

さ
せ
る
事
例
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
排
水
口
の
点
検
に
訪
れ
た
事
業
者
に
掃
除
を
頼
ん
だ
『
排

水
口
の
掃
除
で
漏
水
し
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
点
検
す
る
』
と

床
下
を
見
た
結
果
、『
防
湿
対
策
が
必
要
』
と
言
わ
れ
、
換
気
扇

と
防
湿
剤
設
置
工
事
を
し
た
。
さ
ら
に
『
床
下
の
支
柱
が
ゆ
が

ん
で
い
る
』
と
補
強
工
事
を
勧
誘
さ
れ
、
契
約
し
た
が
や
め
た

い
」「
高
齢
の
父
母
宅
に
事
業
者
が
点
検
に
来
訪
。
ビ
デ
オ
を
見

せ
ら
れ
て
『
床
下
に
真
っ
白
な
カ
ビ
が
発
生
し
て
い
る
』
と
言

わ
れ
て
、
床
下
換
気
扇
を
契
約
し
た
。
浴
室
の
改
装
工
事
も
契

約
。
さ
ら
に
外
壁
工
事
も
勧
誘
さ
れ
て
い
る
。」

一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
だ
け
の
判
断
力
の
衰
え
た
高
齢
者
の
場

合
、
被
害
は
深
刻
で
す
。
家
族
や
地
域
が
見
守
る
こ
と
も
必
要

で
す
。

点
検
商
法
で
は
こ
の
ほ
か
、
布
団
や
浄
水
器
な
ど
の
苦
情
も

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、
契

約
書
を
受
け
取
っ
て
八
日
以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で

き
ま
す
。

特
定
商
取
引
法
が
改
正
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
以
降
の

契
約
に
つ
い
て
は
、
点
検
で
は
な
く
販
売
が
目
的
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
販
売
業
者
が
契
約
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
せ

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
を
告
げ
た
り
、

重
要
な
事
実
を
故
意
に
告
げ
な
い
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
禁
止
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
消
費
者
は
契
約
を

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

泉
南
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
内
線
三
一
九
）

ト
　
ラ
　
ブ
　
ル
　
の
　
現
　
状

点
検
商
法
に
対
す
る
規
制

問
　
　
合
　
　
せ

工
事
に
不
備
が
あ
っ
た
事
例

い
く
つ
も
契
約
さ
せ
ら
れ
た
事
例
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税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
方
々
が
確
定
申
告
書
や
収
支
内
訳

書
を
ご
自
分
で
作
成
し
て
い
た
だ
き
、
税
務
署
の
職
員
は
作
成

の
た
め
の
助
言
を
行
う
「
自
書
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

自
分
で
申
告
書
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
混
雑
し
て

い
る
税
務
署
に
行
か
な
く
て
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
確
定
申

告
書
の
書
き
方
」
や
「
前
年
度
の
申
告
書
控
」
等
を
参
考
に
、

申
告
書
を
作
成
し
、
お
早
め
に
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

盧
確
定
申
告
書
の
提
出
・
納
付
の
期
限

笊
贈
与
税
及
び
申
告
所
得
税
の
確
定
申
告
＝
三
月
十
五
日
貂
ま

で笆
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
＝
三

月
三
十
一
日
貅
ま
で

※
注
意：

税
務
署
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
業
務
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
但
し
、
二
月
二
十
日
豸
、
二
月
二
十
七
日
豸
の
二
日

間
に
つ
い
て
は
、
申
告
の
相
談
と
申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
税
務
署
へ
お
越
し
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

盪
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
郵
送
で

税
務
署
で
の
ご
相
談
等
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
郵
送
に

よ
る
確
定
申
告
書
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告

書
の
輊
控
軫
が
必
要
な
方
は
、
返
信
用
の
封
筒
と
切
手
を
必
ず

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
先
は
、
泉
佐
野
税
務
署
（
〒
五
九

八
・
〇
〇
二
一
泉
佐
野
市
日
根
野
三
六
八
三
・
一
）
へ

蘯
無
料
地
区
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
二
月
十
七
日
貅
〜
二
月
二
十
三
日
貉
※
受
付
時
間
は

午
前
九
時
半
〜
午
前
十
一
時
半
、
午
後
一
時
〜
午
後
三
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
水
道
部
庁
舎

▼
そ
の
他
＝
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
の
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
（
薀
磆
３
４
７
１
）

▼
申
告
受
付
期
間
＝
二
月
十
六
日
貉
〜
三
月
十
五
日
貂
※
時
間

は
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後
十
二
時
四
十
五
分
〜
午
後
五
時
十

五
分
（
土
日
祝
日
は
除
く
）

▼
申
告
が
必
要
な
方
＝
▽
平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
で
泉
南

市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
十
六
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
方
▽
所

得
の
な
い
方
で
、
誰
の
扶
養
親
族
に
も
な
っ
て
い
な
い
方

▼
申
告
の
必
要
の
な
い
方
＝
▽
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
方
▽
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
（
年
末
調
整
済
）
が
提
出
さ
れ
る
方

▼
申
告
に
必
要
な
も
の
＝
▽
市
・
府
民
税
申
告
用
紙
▽
印
鑑

（
認
め
印
）
▽
給
与
所
得
の
方
は
源
泉
徴
収
票
、
雇
用
主
の
支
払

証
明
書
、
給
与
明
細
書
等
▽
公
的
年
金
の
方
は
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
▽
事
業
主
の
方
は
収
入
と
経
費
の
わ
か
る
帳
簿
等

▽
各
種
控
除
証
明
書
類

▼
控
除
の
種
類
と
添
付
書
類
＝
▽
社
会
保
険
料
控
除
は
国
民
健

康
保
険
税
（
料
）、
国
民
年
金
保
険
料
、
介
護
保
険
料
等
の
支
払

い
が
分
か
る
も
の
▽
生
命
保
険
料
控
除
（
一
般
・
個
人
年
金
）

は
控
除
証
明
▽
損
害
保
険
料
控
除
（
長
期
・
短
期
）
は
控
除
証

明
▽
医
療
費
控
除
は
領
収
書
▽
障
害
者
控
除
は
手
帳
▽
寄
付
金

控
除
は
受
領
書
▽
雑
損
控
除
は
証
明
書

▼
そ
の
他
＝
▽
平
成
十
六
年
中
に
学
生
、
家
事
手
伝
い
、
病
気

療
養
等
で
無
職
、
無
収
入
で
あ
っ
た
方
も
所
得
証
明
や
非
課
税

証
明
の
発
行
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
▽
申
告
は
郵
送
で
も
受
付
し
ま
す
。

郵
送
先
は
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所

課
税
課
市
民
税
係
へ
お
願
い
し
ま
す

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
五
一
・
二
三
八
）

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



陰
陽
道
で
名
高
い
安
倍
清
明
が
キ
ツ
ネ

（
葛
の
葉
）
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
と
い

う
伝
説
を
も
つ
信
太
の
森
・
聖
（
日
知
）

神
社
を
訪
れ
、
葛
の
葉
伝
説
と
そ
の
背
景

や
清
少
納
言
が
「
森
は
信
太
」
と
記
し
た

「
信
太
の
森
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
民
間

伝
承
や
習
俗
の
中
に
潜
む
差
別
の
構
造
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
十
二
日
貍
午
前
十
時
〜
午

後
四
時
（
予
定
）

▼
行
程
＝
泉
南
市
役
所
〜
信
太
の
森
ふ
る

さ
と
館
〜
（
昼
食
）
〜

聖
神
社

ひ
じ
り
じ
ん
じ
ゃ

〜

久
保
惣
記
念
美
術
館

く
ぼ
そ
う
き
ね
ん
び
じ
ゅ
つ
か
ん

〜
泉
南
市
役
所

▼
参
加
費
＝
無
料
（
昼
食
代
一
、
〇
〇
〇

円
、
入
館
料
五
〇
〇
円
は
各
自
負
担
）

▼
講
師
＝
小
林
　
利
郷

こ
ば
や
し
　
と
し
さ
と

さ
ん
（
伝
承
文
化

民
話
研
究
家
）

▼
定
員
＝
二
十
五
名
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▼
申
込
み
＝
二
月
二
十
八
日
豺
（
必
着
）

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

E
メ
ー
ル
に
て
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、「
人
権
バ
ス
ツ
ア
ー
希
望
」、
手
話
通

訳
希
望
（
必
要
な
方
）
を
記
入
し
て
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
〒
五
九
〇
・

〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所

人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

蕭
祗
０
０
７
５
／
E
メ
ー
ル：

jin
k
e
n
@

city.sennan.osaka.jp
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直通　薀 祀２８５５

人権文化創造の取り組みの一つとして、原作「盲導犬クイールの一

生」（文藝春秋刊、２００３年にＮＨＫでＴＶドラマ化）による、「ク

イール（字幕あり）」（監督　崔
さい

洋一
よういち

）をご鑑賞ください。

▼とき＝３月１３日豸　上映開始時間▽１回目午前１０時～▽２回目

午後１時半～（上映時間は、１時間４１分）

▼ところ＝人権ふれあいセンター

▼その他＝▽作品展示（生花教室、識字教室の生徒の作品）を１階ロ

ビーにて３月１２日貍・１３日豸両日開催▽一時保育は１歳半以上未

就学で定員５名（多数の場合抽選）。一時保育希望の方は、３月４

日貊までにお電話で人権ふれあいセンターまで。

▼問合せ＝人権ふれあいセンター　薀祟６４４７

暮らしの中に、地域社会に「人権文化」の創造を！

病気や障害をもつことは、誰にも可能性があり、ひとご

とではありません。今回のヒューマンライツセミナーでは、

病気や障害を正しく理解・認識し、病気を持つ方や障害を

持つ方に対しての差別や偏見について問いなおす機会にし

たいと企画しました。ぜひこの機会に人権について考えて

みませんか。

▼ところ＝泉南市立総合福祉センター（あいぴあ泉南）３

階研修室Ⅰ・Ⅱ他

▼定員＝各講座４０名（但し、応募多数の場合は抽選とな

ります。また、第４講座はお申し込みいただいた方の中か

ら２５名を抽選いたします。）

▼参加費＝無料（但し、第４講座の昼食代は各自負担で詳

細は当選者にお知らせ致します。）

▼一時保育（第４講座を除く）＝定員は７名（多数の場合

は抽選）１歳以上就学前の子どもが対象です。一時保育を

希望される方は、初回のみ子ども一人につき保険代として

５００円が必要です。

▼手話通訳＝事前予約が必要です。

▼申し込み＝２月１８日貊までに、電話、ハガキ、ＦＡＸ、

Ｅメールに住所、氏名、電話番号、ヒューマンライツセミ

ナー受講希望、手話通訳及び一時保育の要否、一時保育を

希望される場合は子どもの名前（ふりがな）と生年月日を

明記の上、〒５９０・０５９２（住所不要）泉南市役所人

権推進課薀祀２８５５／蕭祗００７５

Ｅメール：jinken@city.sennan.osaka.jpへ

▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

第１講座

３月１日貂午前１０時～正午

ＬＤ（学習障害）って何だろう？～学習障害の理解から～

大阪教育大学名誉教授　竹田　契一
たけだ　けいいち

さん

第３講座
３月15日貂午前１０時～正午
ハンセン病って何だろう？～正しく理解するために～

大阪府健康福祉部地域保健福祉室疾病対策課特定疾患グループ

技師　　川原　千夏
かわはら　ちなつ

さん

第２講座
３月８日貂午前１０時～正午
HIV／AIDSって何だろう？～社会的偏見の克服と共生のために～
大阪府健康福祉部地域保健福祉室疾病対策課特定疾患グループ

技師　　川原　千夏
かわはら　ちなつ

さん

第４講座
３月22日貂午前９時～午後５時
ハンセン病と部落差別（ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ）～北山十八間戸を訪ねて～

現地では約６km歩きます。

奈良市東之阪児童館　松田　好則
まつだ　よしのり

さん

【参加者の声】

〈２０代〉

▼とても新鮮な感じがしておもしろかった

です。

〈３０代〉

▼初夜権というものの存在を知らなかった

ので、すごい時代があったのだと、あらた

めて女性の存在を大切にされていなかった

ことがわかりました。

〈４０代〉

▼落語とオペラというミスマッチとも思え

るジョイントでしたが、国際文化交流とも

いえるおもしろい作品になっていたと思い

ます。伝統的文化のジョイントのおもしろ

さを感じました。

〈５０代〉

▼初夜権というものがあったということを

初めて知り、興味深かった。

▼ちょっと違った画期的な催しは嬉しいで

す。オペラはもちろん、関西弁の落語はわ

かりやすくとっても楽しく拝聴させていた

だきました。

〈６０代〉

▼オペラはどれだけ理解できるか？と思っ

て参加しましたが、落語との兼ね合いで面

白く、内容もよくわかって楽しかった。

▼大変良かったです。人権の催しとしては、

従来になかった企画で、充実していました。

入場料を払ってでも価値があります。

〈７０代以上〉

▼オペラの歌はわからなかったけど落語の

説明で大体わかりました。音楽に国境はな

いと思います。すばらしかったと思います。

▼凄く良かった。オペラが面白い、特に落

語の解説で本演の内容を理解することがで

きた。

本
年
も
人
権
週
間
（
十
二
月
四
日
〜
十
日
）
に
ち
な
ん
で

様
々
な
催
し
を
行
い
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
六
日
〜
十
二
月
一
日
に
か
け
て
、
イ
オ
ン
り
ん

く
う
泉
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
市
内
各
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に

よ
る
人
権
ポ
ス
タ
ー
、
習
字
、
絵
画
の
展
示
、
並
び
に
人
権
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
識
字
教
室
の
作
品
展
を
同
時
開
催
す
る
と

と
も
に
、
人
権
に
関
す
る
ビ
デ
オ
の
連
日
上
映
、
さ
ら
に
二
十

八
日
豸
に
は
、
上
之
山
幸
代

う
え
の
や
ま
　
さ
ち
よ

さ
ん
に
よ
る
ア
ル
パ
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
、
大
勢
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
に
お
い
て
も
十
二
月
四
日
・
五
日
と
生

花
教
室
の
作
品
を
は
じ
め
同
様
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
二
月
五
日
豸
に
は
、
文
化
ホ
ー
ル
に
て
人
権
週
間
「
市
民

の
集
い
」
・
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
事
業
「
落
語
DE
オ

ペ
ラ
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』」
を
開
催
し
、
当
日
は
、
用
意
し

た
入
場
整
理
券
が
全
て
な
く
な
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
封
建
社
会
に
お
け
る
人
権
無
視
や
貴
族
社
会
に
お
け
る
差

別
に
対
し
て
民
衆
が
立
ち
上
が
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
へ
と
発
展

し
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
作
品
で
す
。
オ
ペ
ラ
と
い
え
ば

「
原
語
」
で
歌
う
の
が
い
ち
ば
ん
、
と
い
う
音
楽
家
の
こ
だ
わ

り
を
百
八
十
度
転
換
し
、
オ
ペ
ラ
の
物
語
を
「
落
語
」
で
お
も

し
ろ
・
お
か
し
く
聞
か
せ
な
が
ら
、
一
方
音
楽
は
そ
の
ま
ま
原

語
で
本
来
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
仕
掛

け
で
上
演
さ
れ
、
芸
術
文
化
を
通
し
て
あ
ら
た
め
て
人
権
と
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）
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※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００5.2 ） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

精神保健福祉相談 

Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

大阪府小児救急 
電話相談事業  

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

笊２月２日貉 
笆３月２日貉 

笊平成16年９月生 
笆平成16年10月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

２月23日貉 
午後12時半～２時 平成15年７月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

２月９日貉 
午後12時半～１時05分 平成13年７月生 

２月24日貅 
午後１時15分～45分 平成14年７月生 

歯みがき教室 ２月24日貅 
午後１時～１時20分 

平成14年６月生 
平成15年６月生 

２月２日貉ツベルクリン反応検査 
２月４日貊ツベルクリン判定及びBCG 
午後１時半～２時半 

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。 
なるべく１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、 
印鑑、筆記用具。平成１７年４月以降は生後３か月～６か月 
未満になります。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

風しんの予防接種 ２月18日貊 午後１時半～２時半 
生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませて 
ください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第1水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

２月17日貅・スカイシティーオークワ泉南店※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 
夜間の子どもの急病時、病院へ行った方がよいかどうか判断に迷った場合、小児科医と 
看護師が相談に応じます。診療や指示等の医療行為は行いません。明らかに緊急を要する 
急病の場合は、119番をご利用ください。▼時間＝午後8時～翌朝８時（365日） 
▼電話番号＝＃8000（ＮＴＴプッシュ回線の場合、一部地域を除きます） 
薀06・6765・3650（携帯電話、ダイヤル回線等の場合） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

2月14日豺、21日豺、25日貊、３月 
14日豺、25日貊、28日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

２月21日豺 
午後１時～３時 

２月15日貂 
２月22日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ２月25日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ２月25日貊 午後１時半～３時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。予約は不要。 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
ブラッシング指導、おやつ試食。予約不要。携行品は、 
母子手帳、歯ブラシ、コップ、お茶、筆記用具 
6日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、リトルままサロン、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1・3火曜日 
▼東信達老人集会場第2・4 
　木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

リトルまま教室（両親教室） 

平成１６年１１月３０日をもって、本年度の医療機関での受診は終了しました。 
なお、平成１７年度（平成１７年４月以降）については、４月号に発行する年間 
行事予定表にてご確認ください。 
 
▼問合せ＝保健センター　薀祗７６１５ 
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「
プ
レ
ま
ま

プ
レ
ぱ
ぱ
教

室
〜
一
緒
に
考
え
よ
う
！
親
子

の
き
ず
な
〜
」
を
実
施
し
ま
す
。

妊
娠
中
の
今
、
新
し
い
家
族

を
迎
え
た
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き
＝
三
月
六
日
豸
午
前
十

時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
三
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容
・
講
師
＝
笊
講
義
「
家

族
の
か
た
ち
、
子
育
て
に
つ
い

て
」
・
前
川

ま
え
か
わ

登
代
美

と
よ
み

さ
ん
（
発

達
相
談
員
）
笆
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
笳
沐
浴
実
習

▼
対
象
＝
妊
婦
と
そ
の
夫
（
お

一
人
で
の
参
加
も
可
能
で
す
）

▼
定
員
＝
四
十
名

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
三
月
三
日
貅
ま
で

に
お
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
そ
の
他
＝
一
時
保
育
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

▼
主
催
＝
泉
南
市
地
域
家
庭
教

育
推
進
協
議
会

▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー

「
め
ざ
そ
う
健
康
長
寿
、
見
直
そ

う
生
活
習
慣
」

二
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は

「
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
」で
す
。

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
糖

尿
病
、
歯
周
病
と
い
っ
た
生
活

習
慣
病
は
日
々
の
生
活
習
慣
の

積
み
重
ね
か
ら
発
症
し
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
予

防
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
糖
尿
病

は
予
備
軍
と
言
わ
れ
る
人
を
含

め
患
者
数
が
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
糖
尿
病
が
進
行
す
る
と
、

網
膜
症
、
腎
症
、
神
経
障
害
な

ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、

透
析
治
療
が
必
要
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

飲
み
過
ぎ
、
食
べ
過
ぎ
、
太

り
過
ぎ
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原

因
で
す
が
、
運
動
す
る
習
慣
を

つ
け
、
適
正
な
体
重
を
維
持
し
、

健
診
を
受
診
し
て
自
分
の
検
査

値
を
知
る
こ
と
で
、
糖
尿
病
の

発
症
を
予
防
で
き
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
医
師
、

栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ご
自
分
の
健

康
に
関
し
て
疑
問
や
不
安
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
）

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

平
成
十
七
年
四
月
以
降
に
、

基
本
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
る

時
は
、
費
用
の
一
部
と
し
て
一
、

〇
〇
〇
円
を
負
担
し
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
七
十
歳
以
上
の
方
、

生
活
保
護
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
方
は
、
無
料
と
な
り
ま
す
。

生
活
保
護
ま
た
は
非
課
税
の

方
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
診

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
健

（
検
）
診
の
お
申
込
み
時
に
そ
の

旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
医
療

機
関
で
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

越
し
頂
き
、
保
健
セ
ン
タ
ー
が

発
行
す
る
無
料
受
診
券
を
お
持

ち
に
な
っ
て
、
医
療
機
関
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
引

き
続
き
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

事
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
を

頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
七
年
度
の
健

（
検
）
診
日
程
、
申
込
み
方
法
等

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
せ
ん

な
ん
四
月
号
折
込
み
予
定
の
平

成
十
七
年
度
成
人
保
健
事
業
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

結
核
予
防
法
の
改
正
に
伴
い
、

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
、
Ｂ
Ｃ

Ｇ
予
防
接
種
の
対
象
年
齢
が
生

後
六
か
月
未
満
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

乳
幼
児
期
の
重
症
結
核
を
予

防
す
る
た
め
、
四
歳
未
満
で
乳

幼
児
結
核
検
診
が
ま
だ
の
か
た

は
三
月
ま
で
に
お
受
け
く
だ
さ

い
。

▼
と
き
＝
二
月
二
日
貉
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
、
四
日
貊
判
定
と
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種

午
後
一
時
半
〜
二
時
半

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
二
月
十
五
日
貂
、
二

十
二
日
貂
午
後
一
時
半
〜
二
時

半▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
十
一
歳
以
上
十
三
歳

未
満
（
第
二
期
）
で
、
ま
だ
受

け
て
い
な
い
方

▼
携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
筆
記

用
具

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

平
成
六
年
以
前
の
血
液
製
剤

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
納
入
先
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
公
表
医
療
機

関
で
出
産
ま
た
は
手
術
を
受
け

ら
れ
、
多
量
の
出
血
等
で
、
フ

ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
を
使
用
さ
れ
た

可
能
性
の
あ
る
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

四
十
歳
以
上
で
必
要
な
方
に

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
肝
炎

検
査
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

二
月
末
ま
で
に
市
内
の
医
療
機

関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
券
が
な
い
場
合
は
、
有

料
に
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

基
本
健
康
診
査
が

有
料
に
な
り
ま
す

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は

も
う
お
す
み
で
す
か

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
の
予
防
接
種

子
育
て
講
座
プ
レ
ま

ま

プ
レ
ぱ
ぱ
教
室

生
活
習
慣
病

予
防
週
間

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
納

入
先
の
公
表
に
つ
い
て



ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。また、
視聴できない地域がありますので
ご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:40～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:40～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:40～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ
コム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

10

澄み切った秋空の日に、幼年消防クラブ員１５１名をはじめ総勢１９５名により信達幼稚園から旧サティー駐車場まで、信
達幼稚園の年長組の鼓笛隊にあわせて防火パレードが行われました。このパレードは、市民の皆さんに広く防火意識を再認識
していただくとともに、火災を予防することを目的として毎年市内の幼稚園を順番に回って行われています。今年はパレード
の開始時と終了時には、園児たちによる演技が大勢の保護者の前で披露され、パレード中の沿道にも、大勢のみなさんがかけ
つて、秋祭りを思わせるほどのにぎやかな一日となりました。これにより多くの市民の方々に、改めて火災予防についての意
識を高めていただき園児も大人も楽しさだけでなく有意義な一日となったことと思います。 （１１月９日）

幼年消防クラブ員（信達幼稚園児）
による防火パレード

大阪府南部広域防災拠点・りんくう体育館において泉
南市消防出初式が行われました。日射しはあっても海か
ら吹きつける風によって、手足がかじかみ歯の根があわ
ない寒さの中、泉南市消防署をはじめ市内の各消防分団
がきびきびとした分列行進により入場し開会、各種消防
救急車両行進の後に行われた一斉放水では水しぶきが舞
い散る中、放水の力強いアーチがいくつも描かれ、みる
者に大いなる安心感を与えるものだったのではないでし
ょうか。これもひとえに普段から地域防災の最前線で、
わが身を省みず市民の生命と財産を守るために努力され
てきた賜物ではないでしょうか。 （１月９日）

新春に響く敬礼の号令
泉南市消防出初式
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家
庭
の
中
で
発
生
し
や
す
い
火

災
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
天
ぷ
ら

油
か
ら
の
出
火
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
天
ぷ
ら
油
の
性
質
と
危

険
性
を
十
分
に
知
っ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
油
の
発
火
点
の

温
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
家
庭

用
の
天
ぷ
ら
油
は
、
約
三
六
〇
度

か
ら
三
八
〇
度
以
上
に
な
れ
ば
口

火
が
な
く
て
も
発
火
し
火
災
に
な

り
ま
す
。

一
般
に
家
庭
で
使
用
す
る
油
量

〇
・
五
リ
ッ
ト
ル
か
ら
一
リ
ッ
ト

ル
の
天
ぷ
ら
油
を
家
庭
用
ガ
ス
コ

ン
ロ
で
加
熱
す
る
と
、
お
お
よ
そ

二
〇
分
か
ら
三
〇
分
で
発
火
点
に

達
し
ま
す
。

鍋
に
揚
げ
カ
ス
等
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
が
灯
心
と
な
っ
て
二
〇
〇
度

近
く
で
発
火
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
加
熱
し
は
じ
め
て

約
一
五
分
か
ら
二
〇
分
で
発
火
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

天
ぷ
ら
油
火
災
が
発
生
す
る
の

は
、
揚
げ
物
の
最
中
に
火
を
つ
け

た
ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
い
、

気
が
つ
い
た
ら
発
火
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
不

意
の
来
客
や
電
話
な
ど
で
や
む
を

得
ず
そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

天
ぷ
ら
油
火
災
は
な
ぜ
起
こ
る
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ヘアーサロン森本代表森本栄子さんが平成１６
年１１月２５日厚生労働大臣から卓越技能者表彰
「現代の名工」を受賞されました。
この度の受賞は、ヘアーカット及びスタイリン

グの技術の研鑽に努め男性、女性に関わらず全く
毛髪に余分な力を加えずに自由自在に毛髪が動き、
スタイリングやセットが思いのままになるオリジ
ナルカット技法の「リズムカット」を考案し、そ
の技法を業界に広く定着させるために全国への講
習活動や後輩指導を行い、技能五輪世界大会の理
容代表エキスパートとしてヨーロッパ各国及び韓
国での技能五輪・公式オブザーバーにおける功績
が認められたものです。 （１２月７日）

「現代の名工」受賞の

森本栄子さんが表敬訪問年の暮れになり、ようやく冷え込みが本格化し
てきたこの日、紀泉わいわい村において軼こども
のいばしょ軻冬休みスペシャル企画として、おも
ちつきが行われました。当日は、紀泉わいわい村
のボランティアである大阪体育大学の学生の指導
のもと、ビニール袋での凧つくりにはじまり、鬼
ごっこ、そしてもちつきと盛りだくさんの内容で、
子ども達は杵の重さにびっくり、つきたての餅の
においを嗅いでみたり、餅を丸めれば月見団子の
ようなまんまるな餅がいくつも並び、終始笑顔の
絶えない交流の場を得た様子でした。また、大人
達がコートを着込んで背中を丸めている横をトレ
ーナー１枚で走り回る姿は、今も変わらぬ「子ど
もは風の子」の言葉通りでした。（１２月２７日）

凧つくりに餅つき、正月気分満載

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
聴

覚
・
音
声
・
言
語
に
障
害
を
持
つ

方
を
対
象
に
、
突
然
の
ケ
ガ
や
病

気
、
火
事
の
と
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

る
緊
急
通
報
制
度
を
運
用
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
に
は
、

事
前
に
登
録
手
続
き
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
市
役
所
高
齢
障
害
福
祉
課
ま

た
は
泉
南
市
消
防
本
部
警
防
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝

市
役
所
高
齢
障
害
福
祉
課
　
薀
祟

０
０
０
１
　
蕭
祟
７
６
６
７

泉
南
市
消
防
本
部
警
防
課
　
薀
祕

０
１
１
９
　
蕭
祟
７
９
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
緊
急
通
報
制
度
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泉南市の東信達地区にある金熊寺

は梅の名所として、「泉州の月ヶ瀬」

とも呼ばれて毎年多くの花見客が訪

れています。この梅林は約３００年

余り前に、時の信達神社神主に「此

の地に梅の木を植えなば神領益々
しんりょうますます

隆昌
りゅうしょう

ならん」とのお告げがあり、

此の地の豪族や土地の人々によって

植林され、大切に栽培され現在に受

け継がれてきたものです。梅の花は

例年２月の中旬頃から３月の中旬頃

まで楽しむことができます。

同じ地域には役小角
えんのおずぬ

が創建した金

熊寺観音院や金熊寺梅林とともに大

阪みどりの百選にも選ばれた信達神

社があり、神社内には幹周りが2.8

メートルもある「おがたまの木」や

大阪府の天然記念物に指定された

「ナギの木」（写真中段）も自生して

いて、梅林見物の帰りに早春の散策

を楽しまれてはいかがでしょうか。

１２回にわたって泉南市の季節に応じたイベントやスポット
を紹介していきます。 （２／１２回）
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